
ふるさと教育
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「アイヌの人たちの歴史・文化等に関する啓発資料『ピラサ第30号』」（令和３年３月 北海道教育委員会）

・アイヌの人たちの歴史・文化等
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求められる背景・現状

○ 北海道は古くからアイヌの人たちの居住地であり、数多くのアイ
ヌ語に由来する地名やアイヌ民族の文化遺産が残っている。

○ 北海道の歴史や文化は、この地域に生きた人たちによってつくら
れたものであり、北海道について学習する場合には、アイヌの人た
ちの歴史・文化等を除いて考えることはできない。

○ 国においても、令和元年(2019年)５月24日から、アイヌの人々が
民族としての誇りをもって生活することができ、その誇りが尊重さ
れる社会の実現を図りもってすべての国民が相互に尊重し合いなが
ら共生する社会の実現に資することを目的とする「アイヌの人々の
誇りが尊重される社会を実現するための施策の推進に関する法律」
が施行された。

「令和５年度 学校教育の手引 （北海道教育委員会）」を基に作成

・アイヌの人たちの歴史・文化等
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指導に当たっての配慮事項

○ アイヌの人たちの歴史・文化等の取扱いに当たっては、日本国憲

法と教育基本法の精神にのっとり、基本的人権の尊重の立場に基

づいて行われるようにする。

○ アイヌの人たちの歴史・文化等について、正しい理解と認識を深

めるため、子どもの発達の段階に即し、各教科、道徳、特別活動、

総合的な学習の時間等の特性に応じて適切な指導が行われるよう

にする。

○ 社会科副読本や指導資料の活用に当たっては、教科用図書の記述

を参考にし、アイヌの人たちの歴史・文化等に関する内容が適切

に取り扱われるようにする。

「令和５年度 学校教育の手引 （北海道教育委員会）」を基に作成

・アイヌの人たちの歴史・文化等

4



□ 北海道教育委員会では、道教委Ｗｅｂページの中で、次の指導資料等を掲載しています。

○ アイヌの人たちの歴史・文化等に
関する学習の一層の充実に向けて

○ アイヌの人たちの歴史・文化等に関する啓発資料「ピラサ」

・アイヌの人たちの歴史・文化等
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出典 北海道教育庁学校教育局義務教育課 「北海道道徳教材『はあと・ふる』」から

北方領土の
４つの島

択捉島
国後島
色丹島
歯舞群島

・北方領土
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求められる背景・現状

○ 北方領土問題の解決は、我が国の国民的な課題であるとともに、

国際的な問題でもあるので、国民が広い視野と長期的な展望に

立って一致して処理することが大切である。

○ そのためにも、次代を担う児童生徒に、北方領土について正しい

理解を図り、関心を高めることが必要である。

○ 特に北海道においては、地理的、歴史的、社会的な状況から児童

生徒が北方領土への関心を高め、正しい知識を身に付けられるよ

う、北方領土に関する学習の充実を図ることが重要である。

「令和５年度 学校教育の手引 （北海道教育委員会）」を基に作成

・北方領土

7



指導に当たっての配慮事項

○ 我が国にとって、戦後残された最大の課題であり、国民共通の課

題である。

○ 日本とロシア両国のみの問題ではなく、国際平和にかかわる重要

な問題である。

○ 戦後７０年を経過しているが、未解決の難しい問題であるため、

国民的コンセンサスが必要である。

○ １９世紀半ばまでは、日本とロシアの国境線が両国間で平和的、

法的に確認されたという事実がある。

「令和５年度 学校教育の手引 （北海道教育委員会）」を基に作成

・北方領土
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□ 北海道教育委員会では、道教委Ｗｅｂページの中で、次の指導資料等を掲載しています。

○ 北方領土教育用資料カタログ

○ 北方領土ワークシート（小学校第５・６学年用）（中学校）

・北方領土
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北海道の世界遺産

自然遺産 知床

文化遺産 北海道・北東北の縄文遺跡群

日本には、文化遺産20件、自然遺産
５件が登録。北海道では平成17年に
「知床」が、令和３年に「北海道・北東北
の縄文遺跡群」が登録。

・ 縄文文化
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充実が求められる背景

○ 「北海道・北東北の縄文遺跡群」がユネスコの世界文化遺産に登
録された。

○ 子どもたちが北海道の縄文遺跡群等の文化遺産についての理解を
深め、郷土に対する一層の愛着や誇りをもつことが求められる。

北海道ふるさと教育指導プログラム（令和５年１月追補）を基に作成

・ 縄文文化

《北海道・北東北の縄文遺跡群の特徴》

● 採集・漁労・狩猟を基盤とした定住が１万年以上もの長期間継続したこと。

● 墓や環状列石、土偶などから、精緻で複雑な精神文化が見られること。

● 定住の始まりから発展、成熟に至るまでの集落の様子や土地利用の変化が見られること。

● 食料を安定的に確保するため、多様な地形に集落が営まれ、その環境に合わせて技術や道具

が発達したこと。
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「北海道ふるさと教育指導プログラム」追補版
縄文遺跡群に関する学習の指導プログラム

○ 社会科や総合的な学習の時間において、子どもたちが縄文遺跡群

について興味をもち、縄文遺跡群の特徴について主体的に学ぶこ

とができるようにする。

○ 各学校において外部講師を活用する際には、事前の打合せにおい

て、目標・ねらいや指導計画などについて共通理解を図る。

北海道ふるさと教育指導プログラム（令和５年１月追補）を基に作成

・ 縄文文化
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□ 北海道教育委員会では、道教委Ｗｅｂページの中で、次の指導資料等を掲載しています。

○ 北海道ふるさと教育指導プログラム（令和５年１月追補）
「縄文遺跡群に関する学習」

○ 学んでみよう～北海道の縄文遺跡
縄文遺跡VRツアー
出土品の3Dデータ

・ 縄文文化
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【北海道ふるさと教育・観光教育推進事業】

参考資料

【ふるさと教育・観光教育】
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【令和４年度ふるさと教育・観光教育実践事例】

参考資料

○令和４年度ふるさと教育・
観光教育実践事例


